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第２６回ＡＲＦ閣僚会合 

議長声明（骨子） 

令和元年８月３日 

 

【ＡＲＦプロセスの概観】 

●閣僚は，全てのＡＲＦ参加国による積極的な貢献を通じて，ＡＲＦが政治・安全保障対話及

び協力のための，そして，アジア・太平洋地域の信頼醸成措置及び予防外交を促進するため

の重要な多国間プラットホームとして，進展し続けていることについて，満足の意を確認した。

閣僚は，ＡＲＦビジョン・ステートメント及びハノイ行動計画履行による進捗を歓迎するとともに，

残る行動計画の履行を期待した。ＡＲＦプロセスを進めている上でＡＳＥＡＮの中心的な役割を

確保する観点から，閣僚は，ＡＲＦ高級実務者会合に対し，議論及び２０２０年ベトナムにおけ

る第２７回ＡＲＦまでに採択するため，新たなＡＲＦ行動計画を策定することを指示した。（パラ

グラフ３） 

 

●閣僚は，ＡＲＦが相互理解及び信用を強化するとともに，地域の透明性を促進させる上で

建設的な役割を果たしていることについて認識した。閣僚は，予防外交に関する多くのＡＲＦ

の活動が増え続けており，また，信頼醸成措置も強化され続けていることに満足の意を留意

した。閣僚は，モメンタムを維持することの重要性を強調し，ＡＲＦ参加国に対し，予防外交に

関するＡＲＦ行動計画に基づく，ＡＲＦコンセプト及び予防外交の原則に反映された原則に一

致する外交活動に更に取り組むよう促した。（パラグラフ４） 

 

●閣僚は，地域情勢が進展し続ける中，増加する複雑な課題に取り組む上でＡＲＦの関連性

及び効率性を強化することの重要性を強調した。関連して，閣僚は，ＡＲＦが災害救援，テロ

対策・国境を越える犯罪対策，海洋安全保障，不拡散・軍縮，ＩＣＴセキュリティの分野の協力

を強化することによって，平和及び安定を推進することに成功していることに留意した。閣僚

は，ＡＲＦ関係国に対して，ＡＲＦの地勢拠点下の地域における課題を共有することを継続す

ることの重要性を認識しつつ，全てのメンバーにとって快適なペースでコンセンサスに基づき，

ＡＲＦプロセスを前進させることの重要性を更に強調した。（パラグラフ５） 

 

【地域及び国際情勢に係る議論の主要論点】 

（北朝鮮）【全文仮訳】 

●非核化された朝鮮半島の恒久的な平和と安定を実現するため，全ての当事者による継続

した平和的な対話の重要性を強調。北朝鮮との持続的な対話を確立するための韓国，米国，

ロシア及び中国による取組を歓迎。２０１９年６月３０日に朝鮮半島の非武装地帯（ＤＭＺ）に

おいて行われたドナルド・トランプ米国大統領と金正恩朝鮮民主主義人民共和国国務委員長

との面会を歓迎し，交渉の再開に期待。北朝鮮に対し，北朝鮮が表明した完全な非核化への

コミットメント並びに更なる核及びミサイル実験を自制するとの約束を履行することを求めた。

全ての当事者に対し，平和的な対話を継続又は再開するとともに，板門店宣言文，米国と北

朝鮮の首脳による共同声明及び平壌共同宣言の完全かつ迅速な実施を通じたものを含む，
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非核化された朝鮮半島の恒久的な平和と安定の実現に関する前進に向けて協働することを

求めた。全ての国連加盟国による全ての関連する国連安保理決議の完全な履行、地域の平

和と安定に資する朝鮮半島の完全な非核化を実現するための国際的な取組へのコミットメン

トを改めて表明。複数の閣僚が，拉致問題の解決を含む国際社会の人道上の懸念に対処す

ることの重要性を強調。（パラグラフ６） 

 

（南シナ海）【全文仮訳】 

●閣僚は，南シナ海における平和，安全保障，安定，安全並びに航行及び上空飛行の自由

を維持・促進することの重要性を再確認するとともに，南シナ海を平和，安定及び繁栄の海と

することの利益確認。南シナ海行動宣言（ＤＯＣ）全体の完全かつ実効的な履行の重要性を

強調。ＡＳＥＡＮと中国との間の継続した協力関係が改善していることを温かく歓迎し，相互に

合意されたタイムラインに沿った実効的、かつ、実質的な南シナ海における行動規範（ＣＯＣ）

の早期妥結に向けた実質的な交渉の進展に勇気づけられた。今年の予定より早い第一読の

完了を歓迎。ＣＯＣ交渉に資する環境を維持することの必要性を強調し，したがって，緊張を

緩和し，事故，誤解，誤算のリスクを減少させ得る有用な措置を歓迎。特に当事者間の信用

及び信頼を強化する信頼醸成及び予防措置の実施の重要性を強調するとともに，国連海洋

法条約（ＵＮＣＬＯＳ）を含む国際法を遵守する重要性を再確認。（パラグラフ７） 

 

●南シナ海に関する事項について議論の上，信用及び信頼を損ない，緊張を高め，また、こ

の地域における平和，安全及び安定を損ない得る、この区域での埋立てや活動に対する懸

念に留意。相互の信用及び信頼を高め，活動の実施に当たって自制し，状況を更に複雑化さ

せ得る行動を回避し，ＵＮＣＬＯＳを含む国際法に従って，紛争の平和的解決を追求すること

の必要性を再確認。非軍事化及びＤＯＣにおいて言及された事項を含む，南シナ海における

状況を更に複雑化し，緊張を高め得るクレイマント国やその他の国による全ての活動におけ

る自制の重要性を強調。（パラグラフ８） 

 

（テロ）  

●閣僚は，フィリピン，インド，ニュージーランド及びスリランカにおける最近のテロ攻撃を含む

あらゆる形態のテロ行為を非難した。閣僚は，法執行機関間での強化された協力，航空安全

保障の強化，適時の情報共有，テロ資金供与対策，並びに，多様性の尊重，穏健，女性・若

者・市民社会の関与，及び寛容・平和の文化の尊重の促進，及びインターネット，オンライン・

プラットホームのソーシャルメディア及びサイバースペースを含むＩＣＴのテロ目的やテロにつ

ながり得る暴力的過激主義の拡散のための使用の予防を含む，政府・市民社会が一体とな

った包括的なアプローチをとることを通じた，テロ，その根本要因，更には外国人戦闘員によ

る脅威に対抗する強いコミットメントを再確認した。また，閣僚は，これらの点に係る協力につ

いて，２０２０年４月に京都で開催される第１４回国連犯罪防止刑事司法会議において議論さ

れることを歓迎した。（パラグラフ９） 

 

（海洋協力） 
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●閣僚は，認識の向上，実践的な関与，及び建設的な対話の継続を通じて様々な海洋協力

が進展していること，並びにＡＲＦやＡＳＥＡＮ海洋フォーラム拡大会合（ＥＡＭＦ），拡大ＡＳＥＡ

Ｎ防衛相会議（ＡＤＭＭプラス），ＡＳＥＡＮ国境を越える犯罪に関する閣僚会議（ＡＭＭＴＣ），

及びアジア海賊対策地域協力協定（ＲｅＣＡＡＰ）といった海洋に関する課題に取り組む様々な

枠組みの間の調整の重要性に留意した。（パラグラフ１０） 

 

（防災） 

●閣僚は，ＡＲＦの能力及び災害管理及び緊急対応における協力を強化することの必要性を

強調した。この関連で，閣僚は，ＡＲＦ災害救援ＩＳＭ下で，島嶼国家を含む，この地域におけ

る人道支援災害救援の努力が強化されていることについて満足の意とともに留意した。また，

閣僚は，機動性及び被災地への救援物資の配給の迅速性を向上させるタイ・チャイナット及

びフィリピン・マニラのＡＳＥＡＮサテライト倉庫の完成を歓迎した。（パラグラフ１１） 

 

（サイバー） 

●閣僚は，急激に変化するサイバー環境による地域及び国際社会の課題に対して，ＩＣＴセキ

ュリティの重要性が増していることを認識した。閣僚は，ＡＲＦ ＩＣＴセキュリティＩＳＭやＩＣＴセ

キュリティに関連するＡＳＥＡＮ主導のメカニズムの下で，建設的な対話を通じて，サイバー空

間における信頼の構築及び促進のための活動や取組を歓迎した。（パラグラフ１２） 

 

（軍縮・不拡散・原子力の平和的利用） 

●閣僚は，核不拡散・核軍縮及び原子力の平和的利用並びに化学・生物兵器の廃絶・不拡

散・不使用の確保における国際的・地域的な協力に係る取組強化の重要性を再確認した。

（パラグラフ１３） 

 

（ラカイン州情勢）【全文仮訳】 

●ラカイン州の状況に関して，閣僚は，ＰＮＡ，更なるＰＮＡの勧告及びＡＳＥＡＮから与えられ

たマンデートに基づく包括的ニーズ評価の準備の実施におけるＡＳＥＡＮ事務総長，ＡＨＡセン

ター，ミャンマー政府からの当局の取組に感謝した。閣僚は，これらの取組に対する国際社

会の協力及び支援を高く評価した。閣僚は，ＡＳＥＡＮがミャンマーによるラカイン州の現在の

人道状況に取り組むことを支援する取組を継続することを促した。閣僚は，ラカイン州から避

難民の帰還プロセスを強化するミャンマー政府，国連開発計画及び国連難民高等弁務官事

務所との覚書の延長を歓迎し，覚書の完全な履行を期待した。閣僚は，可能な限り効果的に

ラカイン州の全てのコミュニティの安全を確保するとともに，安全で，安心で，尊厳のある形で，

避難民の自発的帰還を強化するミャンマーのコミットメントの支援を継続することを表明した。

この関連で，閣僚は，ミャンマーとバングラデシュが帰還プロセスを推進するための建設的及

び効果的な対話を継続することを促した。閣僚は，帰還予定者のためにミャンマー政府が実

施しているアレンジメントの情報共有及び議論の継続のための，２０１９年７月２７日から２９

日の間，バングラデシュのコックスバザールで行われた，ミャンマー外務省次官を団長とし，Ａ

ＳＥＡＮ事務局，ＡＨＡセンター，ＡＳＥＡＮ ＥＲＡＴ要員の代表者も同行したハイレベル・ミッショ
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ンの訪問を歓迎した。閣僚は，適切な間隔で実施される包括的なニーズ・アセスメントを期待

する。また，閣僚は，ミャンマーがラカイン州諮問委員会の最終報告の残る勧告の履行を継

続することを促した。閣僚は，紛争を起こした根本原因に取り組むとともに，影響を受けたコミ

ュニティが生活を再構築することが可能となるよう，包括的及び持続可能な解決を見出す必

要性を強調した。閣僚は，ラカイン州において，様々なコミュニティ間の調和と和解を促進し，

持続可能で平等な発展を確かなものとするため，平和，安定，法の支配の確保のためのミャ

ンマーの取組に対する継続的な支援を表明した。（パラグラフ１４） 

 

【今期会期間活動（２０１８～２０１９）のレビュー】 

●閣僚は，ＡＲＦ高級実務者会議（ＳＯＭ）及び会期間支援グループ会合（ＩＳＧ）の活動を賞賛

した。（パラグラフ１５） 

 

●閣僚は，以下を含むＡＲＦ年次会合の成果を歓迎した。（パラグラフ１７） 

 第２回サイバーセキュリティに関する会期間会合（共同議長：マレーシア，シンガポー

ル，日本） 

 第１１回不拡散及び軍縮に関する会期間会合（共同議長：インドネシア，日本，韓国） 

 第１３回専門家／賢人会合（共同議長：ミャンマー，日本） 

 第２２回国防大学校長等会議（共同議長：シンガポール，日本） 

 

●閣僚は，以下を含むワークショップ及びセミナーの成果に留意した。（パラグラフ１８） 

 第３回，第４回サイバーセキュリティに関する会期間会合のための専門家会合（共同

議長：マレーシア，シンガポール，日本） 

 

【次期会期年（２０１９～２０２０）の作業計画】 

●閣僚は，以下を含む議長及び共同議長を歓迎した。（パラグラフ１９） 

第８回平和維持活動専門家会合（共同議長：インドネシア，日本） 

 

●閣僚は，マレーシア，シンガポール及び日本がサイバーセキュリティに関する会期間会合

の共同議長を，インドネシア，日本及び韓国が不拡散・軍縮に関する会期間会合の共同議長

を２０１８年から２０２０年まで務めることに留意した。（パラグラフ２０） 

 

●閣僚は，次期会期におけるＡＲＦのトラック１の活動リストを採択した。（パラグラフ２１） 

 

●閣僚は，以下の声明を採択した。（パラグラフ２２） 

 航空パートナーシップに関するＡＲＦ閣僚宣言 

 女性の平和・安全・保障に関するＡＲＦ閣僚宣言 

 テロリズム及び暴力的過激主義の予防及び対策に関するＡＲＦ閣僚宣言 

 

【ＡＲＦプロセスの将来の方向性】 
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●ＩＳＧの共同議長国は，ＡＲＦＳＯＭ以前に各報告のとりまとめを行う。閣僚は，このような合

理化により，ＡＲＦ ＳＯＭにおいて，共通の利益である地域の安全保障を議論することに焦点

を当てた時間を確保できるという立場であった。（パラグラフ２４） 

 

●閣僚は，ＡＲＦ会議の合理化に関する提案含む長年実施している様々な努力を考慮した上

で，効率性及び反応性を強化するため，ＡＲＦプロセスを改善することを議論することに留意し，

この件に関するＡＲＦ ＳＯＭからの提案を期待。（パラグラフ２５） 

 

（了） 


